
５年１組　社会科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：令和２年６月８日（月）
　第３時限　10：50～11：35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者：土井　謙次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  場　所：５年１組教室
１　小単元名　米づくりのさかんな地域　
２　小単元について
　（児童観）（　略　：ここでは児童の学習内容についての興味･関心や、これまでの既習知識など、この小単元を学習するために参考になる事項を記入する。）
　（教材観）本小単元では、日本有数の米づくりのさかんな地域である庄内平野で米づくりに従事している人々が、自然環境を生かしたり、品種改良や生産の効率を高めるための技術の改良を勧めたり、味の向上や食の安全確保に努めながら生産や出荷を工夫したりしていることなどを問題解決的に学習する。また、生産地と消費地を結ぶ運輸の働きに関連付けて、価格や費用、交通網についても学習する。５年生は、総合的な学習の時間に「お米のひみつ」を図書資料やインターネットを使って調べたり、学校の田に田植えをしたりして学習を始めている。児童は、田植の大変さの経験はあるものの、農家が安全でよりよい米づくりを行うための工夫や努力、悩みや課題については知らない。そこで、ICTなどを活用しながら正しく資料を読み取らせたり、実際にかかわる人の生の声を利用したりして、農家の現状を知り、児童らに問題意識をもたせたい。また、問題点とそれを解決するための方法について提案させる活動を通し、日本の米の生産の発展を考えられるようにしたい。
　（指導観）本校では、全員が主体的に参加して、教材や友人などとの対話を通して、深く学ぶことをめざしている。本小単元でも、課題づくりや資料提示の工夫などで児童の知的好奇心を引き出し、これまで培った見方･考え方を活用して課題を解決する経験を通して、より高次の概念的知識を得ることで深い学びへとつなげたい。まずは、全員が授業に参加出来るいろいろな手立てを講じていきたい。
３　小単元の目標
・　我が国の米の生産が国民の食料を確保する重要な役割を果たして国民の食生活を支えていること、米の生産は自然環境と深いかかわりをもって営まれていることや、米の生産に従事している人々の工夫や努力、生産地と消費地を結ぶ運輸などの働きを理解し、国民生活を支える米の生産の発展について考えようとする。 
・　我が国の米の生産の様子から学習問題を見いだし、地図、統計などの資料を活用するなどして調べたことを白地図や作品にまとめるとともに、米の生産の様子と自然環境や国民生活とを関連づけて考えたことを適切 に表現する。
４　小単元の評価規準
	知識 ・ 技能
	思考 ・ 判断 ・ 表現
	主体的に学習に向かう態度
	

	・地図や統計などの資料を活用して、米の生産に従事している人の工夫や努力、消費地とを結ぶ運輸の働きを理解するとともに、米の生産が国民の食料を確保する重要な役割を果たして国民の生活を支えていること、米の生産は自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを理解する。　　
	・我が国の米の生産の様子について、学習問題や予想、学習計画を考え表現するとともに、米の生産が自然環 境を生かしたり克服したりして営まれていることや、国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることを考え、適切に表現している。　
	・我が国の米の生産の様子に関心をもち、庄内平野を事例として意欲的に調べるとともに、国民生活を支える 米の生産の発展を具体的に考えようとしている。
	


５　学習計画（８時間完了）
(1)　庄内平野をながめて･･･････････････････‥･･････････････････‥‥‥‥１時間　　　　　
(2)　米づくりのさかんな庄内平野･･･････････････････‥･･････････‥‥‥･ １時間(本時1/1)
(3)  弥津さんの米作り･･････････････････‥･･･････････‥‥‥‥‥‥‥‥･･１時間 

　(4)  生産性を高める米作りの工夫‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１時間　　　　
　(5)  庄内平野の米作りを支える人たち‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１時間
　(6)　おいしい米を全国に･･･････････････････‥･･････････････････‥‥‥‥･･１時間　
　(7)  米づくり農家のかかえる課題と新しい取り組み‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１時間

　(8)　これまでの学習をふり返る･･･････････‥･･･････････‥‥‥‥‥‥‥‥･･１時間

　　※　これ以外に、総合的な学習の時間にも米の学習を並行して行っていく予定である。
６　本時の学習
(1) 目　標

　　　写真やグラフを見て、庄内平野で米づくりがさかんな理由について考え、説明できる。
  (2) 準　　備
    　　教師：掲示資料、タブレット、プロジェクター　　児童：資料集
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(3)　学習過程
	段階
	児　童　の　活　動
	　留意点（・），支　援（☆），評価（【評】）

	つ
か
む
６
分
	１　庄内平野の写真を見て気づいたことを発表する。
２　日本全体と庄内平野の水田割合を比較し特徴をつかむ。


３　学習課題をつかむ


	・　起立して５つ言えた人から座ることで全員に参加させる。
・　資料の見せ方を工夫することにより、庄内平野の水田の割合の多さを印象づける。

· 児童の疑問を課題にする。　

	考

え
る

29
分
	４　庄内平野の米づくりがさかんな理由を予想する。

５　手元の資料や資料集より個人で理由を調べる。

６　グループ、全体で意見交流する。
。

・　水、土地、気候、技術、効率を軸に学級の考えをつくっていく。


	· 予想なので理由は問わない。
☆　見当がつかない児童に考える視点を与える。
· 庄内平野は米が良質であることを加える
・ 米づくりの条件は既習事項である。大型機械や米の袋、冬の写真地図、雨音図を掲示する。　　

☆　困っている児童にはヒントカードを渡す。　
・　交流で得た情報は青色で付け足す。
座席表にメモした事柄を元に､意図的指名を交え、構造的に板書をする。
【評】　自分の考えに加えて、友達の考えを理解してまとめることができたか。　
（ワークシートの記述）

	　　　　
深
め
る

７
分


	７　JA全農山形の折原さんの話を聞く。　　
　
　

８　庄内平野で米作りがさかんな理由をまとめ、隣同士で説明し合う。


	・　折原さんの話から、単元全体の課題「庄内平野で米づくりにかかわる人々は、どのような工夫や努力をしてよりよい米を生産しているのでしょうか」を導き出す。　　
【評】庄内平野で米づくりがさかんな理由を説明することができたか。
（話し合いの様子・ワークシートの記述）　　　

	振り返る３分
	９　本時の学習を振り返り、これからの抱負をまとめる。



	・　学習前の自分と今を比べ、自己の成長を自覚する。できれば、助けてくれた友人も記述したい。
・　２名ほど指名して発表し、全員で成長を分かち合う。



  (4) 評    価

　　写真やグラフなどの資料から、水や土地、気候といった自然条件や、品種改良の技術や生産

の効率について生の効率を見て、庄内平野で米づくりがさかんな理由について考え、説明するこ

とができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断・表現）
７　反　　省　　　

８　高　　評
《　板 書 計 画　》
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庄内平野は水田の割合が高い。どうしてかな。　
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庄内平野で米作りがさかんなのはなぜか説明しよう











気候や地形が米づくりに適しているのかな











長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。





この資料からは何がわかるのかな。





なるほど。いろいろな考えがあるな。











長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。





いろいろな意見がつながっていくことがわかる。みんなで考えると大きな知恵になる。














長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。





折原さんは、場所が米づくりに適しているだけでなく、農家の人の工夫や努力があるからと言っていたよ。














長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。











どんな工夫や努力をしているのか、もっと詳しく調べたい。











長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。





庄内平野で米作りがさかんなのは米作りに適した土地と気候、豊富な水と、人々の技術があるからである。








庄内平野の秘密が少しわかったけど、次からの時間で、折原さんが言っていた農家の人の工夫や努力を調べてみたい。











長方形の面積は　１　　が（１×３）個


　　　　　　　２×５


　　　　　３


分なので　10　㎡になると思います。








